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〜
井
上
美
穂
さ
ん
の
卒
業
記
念
作
品
展
か
ら
〜

淡
い
パ
ス
テ
ル
調
の
や
さ
し
い
作
風
が
特
徴
の
井
上
さ
ん
の
作
品
。

今
回
行
わ
れ
た
展
示
会
の
中
で
一
番
の
お
気
に
入
り
が
、
こ
の
作
品
で
す
。
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○
中
学
校
給
食
問
題
審
議
会
の
設
置

中
学
校
に
お
け
る
学
校
給
食
の
あ
り

方
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
、
学
識
経

験
者
や
市
民
の
代
表
で
構
成
す
る
「
給

食
問
題
審
議
会
」
を
設
置
し
、
平
成
13

年
２
月
に
次
の
よ
う
な
答
申
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

▽
地
域
の
人
々
と
の
交
流
も
含
め
た
会

食
の
場
と
な
る
食
堂
を
建
設
す
る

▽
各
学
校
に
調
理
場
を
作
り
、
自
校
方

式
で
調
理
す
る

○
市
役
所
内
検
討
委
員
会
の
設
置

市
は
審
議
会
答
申
を
受
け
て
、
検
討

委
員
会
を
設
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら

検
討
を
行
い
ま
し
た
。

検
討
委
員
会
で
は
、
現
在
の
各
中
学

校
の
校
舎
の
配
置
で
は
調
理
場
の
増
設

は
難
し
い
と
の
結
論
で
し
た
。

仮
に
校
舎
の
建
て
替
え
時
期
に
あ
わ

せ
て
建
設
す
る
と
し
た
場
合
、
早
い
学

校
で
も
15
年
後
以
降
に
な
る
予
定
で
す
。

し
か
し
、
保
護
者
か
ら
は
早
期
の
給

食
導
入
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
審
議
会
答
申
を
尊
重
し
、
学
校
給
食

の
理
念
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
民
間
事
業

者
に
調
理
を
委
託
し
、
弁
当
形
式
で
学

校
に
配
送
す
る
「
弁
当
給
食
」
が
望
ま

し
い
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

○
市
の
方
針

市
は
検
討
委
員
会
の
結
論
を
受
け
、

次
の
点
に
十
分
配
慮
し
て
、
平
成
15
年

度
中
の
実
施
を
目
途
に
「
弁
当
給
食
」

を
実
施
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

▽
市
栄
養
士
が
献
立
や
、
調
理
方
法
を

決
定
し
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
や
衛
生

管
理
な
ど
の
安
全
面
は
十
分
配
慮
す

る
。

▽
委
託
す
る
事
業
者
は
学
校
給
食
に
理

解
が
あ
り
、
学
校
給
食
の
安
全
基
準

な
ど
に
充
分
配
慮
し
た
施
設
・
設
備

を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

▽
「
弁
当
給
食
」
と
家
庭
の
弁
当
と
の

選
択
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

ま
た
「
弁
当
給
食
」
に
は
、
次
の
よ

う
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。

▽
民
間
事
業
者
の
調
理
場
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
の
新
た
な
設
備
投

資
（
財
政
の
負
担
）
は
大
き
く
軽
減

さ
れ
る
。

▽
学
校
現
場
で
配
膳
な
ど
の
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
の
で
、
教
室
内
の
衛
生
も

保
た
れ
、
時
間
の
ゆ
と
り
も
保
た
れ

る
。

▽
保
護
者
負
担
お
よ
び
市
負
担
と
も
１

食
３
０
０
円
前
後
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。

中
学
校
給
食
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

５
月
ご
ろ
再
び
、
保
護
者
や
生
徒
の
皆

さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
検

討
を
進
め
ま
す
。

（
教
務
課
）

春
日
市
は
、
中
学
校
給
食
の
実
施
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
重
ね

て
い
ま
す
。

近
年
、
核
家
族
や
共
働
き
世
帯
が
増
加
し
、
食
事
作
り
に
対
す
る
家
庭
の

負
担
が
重
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
中
学
生
が
朝
食
を
食
べ
て
こ
な
か
っ
た

り
、
弁
当
を
持
参
で
き
な
い
場
合
は
パ
ン
食
な
ど
で
済
ま
せ
た
り
す
る
こ
と

が
多
く
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
向
上
や
食
習
慣
の
改
善
、
保
護
者
の
負
担
の

軽
減
な
ど
か
ら
、
学
校
給
食
の
実
施
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

中学校給食問題�

△家庭の弁当と給食の選択が可能になります

u
他
県
で
の
弁
当
給
食
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文
部
科
学
省
が
示
す
、
一
つ
の
学
校

の
標
準
と
さ
れ
る
学
級
数
は
12
〜
18
学

級
（
６
０
０
人
程
度
）
で
す
。
現
在
、

市
内
11
小
学
校
の
う
ち
、
こ
の
標
準
学

級
数
を
超
え
る
小
学
校
は
６
校
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
多
い
の
が
春

日
西
小
学
校
と
春
日
小
学
校
で
、
そ
れ

ぞ
れ
36
学
級
（
１，

１
７
５
人
）
と
27

学
級
（
９
８
６
人
）
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
学
校
に
通

っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
、
他
校
の
子

ど
も
た
ち
に
比
べ
、
授
業
を
受
け
る
の

に
支
障
が
出
て
い
ま
す
。

特
に
、
学
級
数
が
多
い
と
プ
ー
ル
や

体
育
館
な
ど
の
体
育
施
設
や
、
音
楽
室

や
理
科
室
な
ど
の
特
別
教
室
を
十
分
に

使
用
で
き
な
い
状
況
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
学
校
間
の
格
差
を
早
急
に

解
消
し
、
ほ
か
の
小
学
校
と
同
じ
よ
う

に
適
正
な
学
級
数
の
中
で
、
ま
た
、
好

ま
し
い
環
境
で
授
業
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
解
消
方
法
と
し
て
は
学
校
区
の
再

編
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
校
区
再

編
で
は
、
ほ
か
の
学
校
に
余
裕
（
空
き
）

教
室
が
な
い
た
め
、
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
校
舎
を
増
築
す
る
場
合
、
分
離
新

設
す
る
よ
り
も
多
く
の
建
設
費
が
か
か
る

う
え
、
用
地
も
不
足
す
る
こ
と
に
な
り
適

当
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
校
区
の
再
編
や
増
築

で
は
現
実
的
な
問
題
解
決
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
分
離
新
設
校
を

整
備
す
る
こ
と
が
、
最
も
適
切
な
解
決

策
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

今
後
、
市
は
、
平
成
17
年
４
月
開
校

に
向
け
て
、
建
設
準
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

（
教
務
課
）

な
ぜ
、
小
学
校
を

新
設
す
る
の
か

子
ど
も
が
教
育
を
受
け
る
こ
と
は
、
憲
法
に
保
障
さ
れ
た
権
利
で
す
。
そ

し
て
、
よ
り
よ
い
環
境
で
教
育
を
受
け
さ
せ
る
の
が
、
私
た
ち
大
人
の
責
任

と
い
え
ま
す
。

春
日
市
内
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
よ
い
教
育
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、
児

童
数
の
多
す
ぎ
る
小
学
校
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
以
前
か
ら
の
懸

案
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
市
は
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
現
在
の
小

学
校
を
分
離
し
、
新
し
い
小
学
校
を
建
設
す
る
方
針
を
固
め
ま
し
た
。

本
年
３
月
の
市
議
会
で
、
学
校
用
地
の
取
得
に
向
け
た
予
算
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

（仮称）第12小学校新設問題�

△(仮称)第12小学校建設予定地の寺田池

u
春
日
西
小
学
校

u
春
日
小
学
校
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春
日
市
の
家
計
簿

平
成
14
年
度
の
春
日
市
一
般
会
計
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

大
切
な
市
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
か
、「
春
日
家
の
家
計
簿
」
に
例
え
て
分

り
や
す
く
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
14
年
度
の
市
の
予
算
が
�

決
ま
り
ま
し
た
�

自主財源自主財源�
132132億3,4003,400万円万円�
46.146.1％�

依存財源依存財源�
154154億5,2005,200万円万円�

53.953.9％�

自主財源�
132億3,400万円�
46.1％�

依存財源�
154億5,200万円�

53.9％�
286億8,600万円�

残念ながら春日市は、依存
財源のほうが上回っています。

自分で稼ぐお金（自主財源）�
　給与（市税）�
　家賃収入（分担金・負担金、使用料・�
　　　　手数料、財産収入〔運用収入〕）�
　土地売払収入（財産収入〔売払収入〕）�
　お祝い金（寄付金）�
　預金の取り崩し（繰入金）�
　昨年の余り（繰越金）�
　雑収入（諸収入）�

132億3,400万円�
108億1,500万円�

�
8億7,600万円�

300万円�
3,600万円�

5億5,400万円�
3億1,000万円�
6億4,000万円�

他人からもらったり、借りたり�
するお金（依存財源）�
　親からの援助金�
　　（国・県補助金、交付税等）�
　銀行からの借入金（市債）�

�
154億5,200万円�

�
125億8,200万円�
28億7,000万円�

総
額
２
８
６
億
８，

６
０
０
万
円
（
前
年
度
比
４
・
０
％
増
）

家
計
の
収
入
に
は
、
自
分
で
働
い
て
得
る
お
金
（
自
主
財
源
）
と
、
他
人
か
ら

も
ら
っ
た
り
借
り
た
り
す
る
お
金
（
依
存
財
源
）
が
あ
り
ま
す
。

で
も
、
親
か
ら
の
援
助
金
（
地
方
交
付
税
な
ど
）
は
毎
回
必
ず
も
ら
え
る
と
は

限
ら
ず
、
銀
行
か
ら
の
借
入
金
（
市
債
）
も
い
ず
れ
返
済
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。当

然
、
自
分
で
稼
ぐ
お
金
（
市
税
な
ど
）
が
多
い
ほ
ど
春
日
家
の
家
計
（
市
の

予
算
）
は
安
定
し
、
自
由
に
使
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
収
入
に
占
め
る
自
主
財
源
の
割
合
が
、
市
の
予
算
の
自
主
性
と
安
定

性
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
い
う
わ
け
で
す
。
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生活費（義務的経費）�
　食費（人件費）�
　医療費（扶助費）�
　住宅ローンの返済（公債費）�

123億9,000万円�
43億1,500万円�
43億　400万円�
37億7,100万円�

その他の経費�
　修繕料（維持補修費）�
　友人・知人への援助（補助費等）�
　衣服代（物件費）�
　預金（積立金）�
　町内会会費（投資および出資金）�
　友人への貸し付け（貸付金）�
　子どもへの仕送り（繰出金）�
　予備費（予備費）�

112億4,900万円�
2億4,800万円�
51億　400万円�
32億9,100万円�
2億6,800万円�
1億5,700万円�
4億9,500万円�
16億5,200万円�

3,400万円�

住居設備費（投資的経費）�
　家の増改築費（普通建設事業費）�

50億4,700万円�
50億4,700万円�

家
計
の
支
出
は
、
生
活
費
（
義
務
的
経
費
）
・
住
居
設
備
費
（
投
資
的
経

費
）
・
そ
の
他
の
経
費
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

食
費
（
人
件
費
）
や
医
療
費
（
扶
助
費
）、
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
（
公
債
費
）

は
必
ず
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
費
用
で
す
。
一
方
、
住
居
設
備
費
（
投
資
的

経
費
）
は
、
将
来
に
残
る
も
の
の
た
め
に
必
要
な
費
用
で
す
。

生
活
水
準
の
向
上
の
た
め
に
投
資
で
き
る
お
金
が
多
い
ほ
ど
、
そ
し
て
生
活
費

の
占
め
る
割
合
が
小
さ
い
ほ
ど
、
健
全
な
家
計
と
い
え
ま
す

皆
さ
ん
の
お
宅
で
も
、
支
出
に
占
め
る
生
活
費
（
義
務
的
経
費
）
の
割
合
が
大

き
い
と
、
欲
し
い
も
の
が
買
え
な
か
っ
た
り
（
必
要
な
施
設
の
建
設
が
で
き
な
か

っ
た
り
）、
将
来
に
不
安
を
感
じ
た
り
し
ま
す
よ
ね
。
市
の
予
算
も
同
じ
で
す
。

その他の経費その他の経費�
112112億4,9004,900万円万円�

39.239.2％�

投資的経費投資的経費�
5050億4,7004,700万円万円�
17.617.6％�

43.243.2％�

義務的経費義務的経費�
123123億9,0009,000万円万円�

その他の経費�
112億4,900万円�

39.2％�
286億8,600万円�

投資的経費�
50億4,700万円�
17.6％�

43.2％�

義務的経費�
123億9,000万円�

義務的経費の割合が小さく、投
資的経費の割合が大きいほど健全
な財政といえます。
義務的経費の節約と削減に努

め、やり繰りを重ねながらより健
全な財政を目指しています。

今
年
度
の
市
の
予
算
の
あ
ら
ま
し

を
ご
説
明
し
ま
し
た
が
、
お
分
り
い

た
だ
け
ま
し
た
か
。

具
体
的
な
お
金
の
使
い
道
に
つ
い

て
は
、
６
、
７
ペ
ー
ジ
の
「
施
政
方

針
」
の
な
か
で
、
そ
の
主
な
も
の
に

触
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
詳
し
い
内
容
の
わ
か
る

「
平
成
14
年
度
の
予
算
書
」
を
、
市
役

所
２
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
と
市
民

図
書
館
に
置
い
て
い
ま
す
。
ご
覧
く

だ
さ
い
。

な
お
、
予
算
に
つ
い
て
分
ら
な
い

こ
と
が
あ
れ
ば
、
財
政
課
ま
で
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
財
政
課
）

医療費(扶助費)について
扶助費には生活保護費や就学援助費、

児童手当費、乳幼児医療費などが含ま
れています。
この家計簿ではその中の医療費をと

らえて、「扶助費」を一般家庭の「医療
費」に例えています。

特別会計について
春日市には、一般会計とは別に国民

健康保険事業や老人保健医療事業など
特定の事業を行うための特別会計があ
ります。いわば、独立した子どもたち
の家計といえます。

それぞれの予算は次のとおりです。
u国民健康保険事業特別会計
69億7,800万円

u都市開発資金事業特別会計
1,100万円

u老人保健医療事業特別会計
69億8,800万円

u駐車場事業特別会計
2,900万円

u土地取得事業特別会計
3億1,200万円

u介護保険事業特別会計
25億7,000万円

u下水道事業特別会計
収入　30億100万円
支出　35億8,800万円
これらの独立した特別会計のために、

平成14年度は、16億5,200万円を一
般会計から繰り出す（仕送りする）予
定です。
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施
政
方
針

市
民
活
動
の
推
進

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
す
る
た

め
、「（
仮
称
）
春
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
支
援
計
画
」
を
策
定
し
、
市
民
活

動
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

生
涯
学
習
の
充
実

職
員
出
前
講
座
の
開
催
や
、
白
水

ヶ
丘
公
民
館
の
建
設
、
既
設
公
民
館

の
条
件
整
備
な
ど
に
よ
り
生
涯
学
習

を
支
援
し
ま
す
。

人
権
の
尊
重

「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
10
年

春
日
市
行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、
講

演
会
な
ど
を
開
催
し
、
人
権
教
育
と

啓
発
に
努
め
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

「
春
日
市
女
性
行
動
計
画
」
に
基

づ
き
、
男
女
共
同
参
画
意
識
の
形
成

に
向
け
て
、
よ
り
一
層
の
啓
発
に
取

り
組
み
ま
す
。

教
育
の
充
実

春
日
西
小
学
校
お
よ
び
春
日
小
学

校
の
分
離
新
設
校
建
設
の
た
め
の
用

地
取
得
や
造
成
実
施
設
計
に
取
り
組

み
ま
す
。

ま
た
、
中
学
校
給
食
の
導
入
に
つ

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
「
弁
当

方
式
の
給
食
」
な
ど
へ
の
意
向
を
た

ず
ね
、
方
向
性
を
見
出
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
に
向
け
、
様
ざ
ま
な
人
材
か

ら
学
校
運
営
へ
の
提
言
を
も
ら
い
理

解
や
協
力
を
得
る
た
め
の
学
校
評
議

員
制
の
全
校
導
入
な
ど
に
よ
り
、
よ

り
良
い
教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
ま

す
。

文
化
振
興

本
市
の
文
化
行
政
の
指
針
と
な
る

「（
仮
称
）
文
化
振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
ま
す
。

ま
た
、「
弥
生
の
里
児
童
画
大
賞

展
」
や
「
弥
生
の
里
ジ
ュ
ニ
ア
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
」
な
ど
に
よ
り
、
子
ど

も
の
健
全
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

「
音
楽
家
派
遣
事
業
」
の
内
容
を
拡

充
し
ま
す
。

文
化
財
保
護

「
奴
国
」
の
中
心
地
と
し
て
の
象

徴
で
あ
る
国
指
定
の
「
須
玖
岡
本
遺

跡
」
に
つ
い
て
、
計
画
的
に
保
存
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、「
水
城
跡
」
に
つ
い
て
は
、

用
地
取
得
を
行
い
、
木
樋

も

く

ひ

な
ど
を
展

示
す
る
「
水
城
物
語
」
展
を
開
催
し

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振

興

よ
り
多
く
の
市
民
に
、
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

よ
り
利
用
し
や
す
い
も
の
と
な
る
よ

う
施
設
、設
備
の
改
善
に
努
め
ま
す
。

高
齢
者
支
援

「
春
日
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
」の
見
直
し
や
、

介
護
相
談
員
派
遣
事
業
に
取
り
組
み

ま
す
。

ま
た
、「
基
幹
型
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

子
育
て
支
援

保
育
所
待
機
児
童
を
解
消
す
る
た

め
、
新
た
に
民
設
民
営
に
よ
る
保
育

所
を
開
設
し
ま
す
。

ま
た
、
保
育
所
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
、
児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
機

能
を
持
っ
た
「
子
育
て
支
援
複
合
施

設
」
の
建
設
準
備
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
「
乳
幼
児
健
康
支
援
一

時
預
か
り
事
業
」
に
取
り
組
み
、
保

護
者
の
就
労
と
子
育
て
の
両
立
を
支

援
し
ま
す
。

障
害
者
支
援

「
春
日
市
障
害
者
福
祉
長
期
行
動

計
画
」
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

特
に
本
年
度
か
ら
、
精
神
障
害
者

の
保
健
福
祉
事
業
を
保
健
所(

県)

に

代
わ
っ
て
市
が
行
う
た
め
、
こ
れ
ら

昨
年
、
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第
４
次
春

日
市
総
合
計
画
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

本
年
度
も
引
き
続
き
、
総
合
計
画
に
掲
げ
る
将
来
都
市
像
「
輝
き

ふ
れ
あ
い
　
安
ら
ぎ
の
都
市

ま

ち

か
す
が
」
の
実
現
に
向
け
て
、
市
政

を
進
め
ま
す
。

行
財
政
改
革
や
地
方
分
権
な
ど
の
風
が
吹
き
荒
れ
る
中
、「
疾
風
に

勁
草

け
い
そ
う

を
知
る
」
の
気
概
で
、
市
民
の
幸
福
と
本
市
の
発
展
の
た
め
に

強
い
草
と
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
、
総
合
計
画
の
３
つ
の
基
本
方
向

に
沿
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

平
成
14
年
度
施
政
方
針

ひ
と
　
活
力
に
あ
ふ
れ
る

○(仮称)白水ヶ丘
しろ う ず が お か

地区公民館建設
(用地取得、施設建設等) 2億2,462万9千円

○(仮称）第12小学校施設整備事業
(用地取得など) 12億502万8千円

○学校評議員事業
(小学校104万円、中学校56万7千円)

160万7千円

○「文化振興マスタープラン」策定 670万3千円

○「高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」見直し
166万5千円

○介護サービス適正実施指導事業・介護相談員派遣事業
186万6千円

○保育所（民設民営）新設事業（用地造成） 1,147万円

○子育て支援複合施設建設事業（用地購入・造成）
2億9,579万5千円

○「地域省エネルギービジョン」策定 980万7千円
○緑のリサイクル事業 1,546万4千円

１

く
ら
し
　
互
い
に
支
え
合
う

２

春
日
市
長
　
井
上

い

の

う

え

澄
和

す

み

か

ず

△文化振興マスタープランワークショップ

△ファミリーサポートセンターかすがによる子育て支援
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の
事
業
を
円
滑
に
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
筑
紫
地
区
共
同
で
設
置
す

る
「（
仮
称
）精
神
障
害
者
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
」
は
、
本
市
内
で
の
設
置

に
向
け
て
協
議
を
進
め
ま
す
。

健
康
づ
く
り
支
援

生
活
習
慣
の
改
善
、健
康
の
増
進
、

病
気
の
予
防
と
い
っ
た「
一
次
予
防
」

を
推
進
す
る
な
ど
、
市
民
と
関
係
機

関
と
が
一
体
と
な
っ
た
「
健
康
づ
く

り
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

環
境
と
の
共
生

「
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
策
定
に
向
け
、
市
民
と
と
も
に
調

査
・
研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
樹
木
の
せ
ん
定
枝
葉

え

だ

は

を
チ

ッ
プ
化
し
て
再
利
用
す
る
「
緑
の
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
」に
取
り
組
み
ま
す
。

防
犯
防
災
体
制
の
充
実

春
日
南
交
番
が
開
設
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
こ
れ
ら
の
交
番
と
の
連
携

を
さ
ら
に
深
め
、
市
民
組
織
の
強
化

や
防
犯
意
識
の
啓
発
を
行
う
と
と
も

に
、交
通
安
全
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
全
地
区

で
の
結
成
に
向
け
て
協
議
を
進
め
る

と
と
も
に
、
中
学
校
区
を
単
位
と
し

た
合
同
防
災
訓
練
を
順
次
実
施
し
ま

す
。「（

仮
称
）消
防
署
北
出
張
所
」
に

つ
い
て
は
、
平
成
15
年
４
月
開
設
に

向
け
て
、
建
設
に
着
手
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
北
部
地
区
の
浸
水
対
策

と
し
て
、「
桜
ヶ
丘
第
２
雨
水
幹
線
」

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
バ
イ
パ
ス

の
整
備
な
ど
、
必
要
な
対
策
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

土
地
利
用

「
春
日
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
ま
ち
づ
く
り
条

例
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
大
字
上
白
水
の
一
部
に
つ

い
て
、
国
土
調
査
事
業
の
「
一
筆
地

調
査
」
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

市
街
地
整
備

「
西
鉄
春
日
原
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
事
業
」、「
西
鉄
天
神
大
牟
田
線
連

続
立
体
交
差
事
業
」、「
Ｊ
Ｒ
春
日
駅

周
辺
整
備
事
業
」な
ど
に
取
り
組
み
、

交
通
環
境
の
改
善
や
都
市
機
能
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
白
水
池
地
区
の
「
町
界
町

名
地
番
整
備
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。

交
通
体
系
の
整
備

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
に
つ
い

て
、
最
終
的
な
方
針
決
定
を
行
い
、

本
年
度
中
に
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

ま
た
、
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、

春
日
中
央
通
り
の
上
白
水
地
区
か
ら

大
土
居
交
差
点
周
辺
の
整
備
、
光
町

交
差
点
改
良
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
県

事
業
で
あ
る
筒
井

つ

つ

い

小
倉

こ

く

ら

線
、
長
浜

な
が
は
ま

太だ

宰
府

ざ

い

ふ

線
、
那
珂
川

な

か

が

わ

宇
美

う

み

線
お
よ
び
福

岡
筑
紫
野
線
の
整
備
促
進
を
、
国
・

県
に
強
く
働
き
か
け
、
慢
性
的
な
交

通
渋
滞
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

憩
い
の
空
間
整
備

白
水
大
池
公
園
の
老
朽
化
し
た
園

路
堤
防
の
改
修
や
、
位
瀬

く
ら
い
せ

公
園
多
目

的
広
場
の
防
球
フ
ェ
ン
ス
設
置
を
行

い
ま
す
。

ま
た
、「
春
日
市
緑
の
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、
花
苗
、
苗
木
の
配
布
、

生
垣

い
け
が
き

奨
励
補
助
な
ど
に
よ
り
緑
化
に

努
め
ま
す
。

商
工
業
振
興
・
農
業
支
援

策
定
中
の
「（
仮
称
）春
日
市
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
に
基
づ

き
、
商
工
振
興
施
策
の
具
体
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
市
民
農
園
の
区
画
数
を
増

や
し
、
高
い
利
用
希
望
に
対
応
し
ま

す
。総

合
計
画
に
定
め
る
「
協
働

き
ょ
う
ど
う

」、

「
経
営
」、「
広
域
」
と
い
う
基
本
姿

勢
は
、
ど
の
施
策
を
実
現
す
る
に
も

不
可
欠
な
要
素
で
す
。

そ
こ
で
、
本
年
度
は
、
こ
の
３
つ

の
基
本
姿
勢
を
柱
と
し
て
「
第
４
次

春
日
市
行
政
改
革
大
綱
」を
策
定
し
、

よ
り
効
果
的
で
効
率
的
な
行
財
政
運

営
に
努
め
ま
す
。

協
働

昨
年
初
め
て
、
出
前
ト
ー
ク
「
市

長
と
語
る
」
を
市
内
全
地
区
で
実
施

し
ま
し
た
。

こ
の
出
前
ト
ー
ク
は
、
継
続
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、
本
年

度
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
本
市
の
情
報
化
を
総
合
的

に
推
進
す
る
た
め
、
情
報
政
策
課
を

新
設
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
の
経
験
や
知
識
を

地
域
の
発
展
に
活
か
し
、
そ
れ
を
行

政
が
積
極
的
に
支
援
す
る
な
ど
、
市

民
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

経
営

本
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
り
、

市
債
発
行
の
抑
制
を
方
針
に
掲
げ
ま

し
た
。
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
、

市
債
残
高
を
削
減
し
ま
す
。

一
方
で
、
循
環
型
社
会
の
形
成
、

少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
な
ど
、
市
民

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え
た
予
算
編

成
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
施
策
や
事
業
な
ど
の

企
画
立
案
、
実
行
お
よ
び
評
価
を
、

市
民
の
視
点
に
立
っ
て
検
証
す
る
た

め
、
行
政
評
価
を
導
入
し
ま
す
。

広
域

現
在
実
施
し
て
い
る
消
防
、水
道
、

ゴ
ミ
処
理
な
ど
の
近
隣
市
町
と
の
連

携
を
、
一
層
充
実
さ
せ
ま
す
。

○西鉄天神大牟田線連続立体交差事業
2億6,026万円

○ＪＲ春日駅周辺整備事業 2,285万5千円
○町界町名地番整備事業 963万4千円
○コミュニティバス事業
(愛称募集・業者選定など) 73万5千円
○光町交差点改良事業 3億1,733万円
○白水大池公園整備事業
(用地購入・園路堤防改修) 1億6,858万5千円

ま
ち
　
快
適
で
や
さ
し
い

３

計
画
の
実
現
に
向
け
て

こ
の
「
施
政
方
針
」
は
、
市
長
が

平
成
14
年
度
の
市
政
を
ど
の
よ
う
に

運
営
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
市
議

会
の
３
月
定
例
会
で
表
明
し
た
も
の

の
あ
ら
ま
し
で
す
。

全
文
は
、
市
役
所
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
、
図
書
館
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
行
政
管
理
課
）

△渋滞する光町交差点

△花苗・苗木の無料配布
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平
成
13
年
度
に
発
掘
さ
れ
た
遺
跡
の

速
報
展
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
主
に
昇
町
に
あ
る
宮み

や

の
下し

た

遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
か
め
棺
墓
や
石
棺

せ
っ
か
ん

墓ぼ

と
と
も
に
出
土
し
た
ガ
ラ
ス
玉
や
管く

だ

玉た
ま

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

期
日

５
月
３
日
�
〜
９
月
１
日
�

場
所

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

特
別
展
示
室(

岡
本
３
―
57)

○
発
掘
調
査
説
明
会

ス
ラ
イ
ド
写
真
を
用
い
て
、
宮
の
下

遺
跡
の
発
掘
の
様
子
や
歴
史
的
評
価
な

ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
予
約
も
不
要
で
す
。

日
時

５
月
25
日
�

午
後
２
時
〜
４
時

場
所

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
研
修
室

定
員

70
人
程
度(

当
日
先
着
順)

問
い
合
わ
せ
先

文
化
財
課

1(

501)

１
１
４
４

5(

573)

１
０
３
７

春
日
市
野
外
活
動
場
内
の
星
の
館

（
天
体
観
測
所
）
で
、
毎
月
星
の
観
望

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

５
月
18
日
�

午
後
８
時
〜
10
時

場
所

春
日
市
野
外
活
動
場
星
の
館（
大

野
城
市
牛
頸

う
し
く
び

２
３
７
４
ー
２
）

参
加
費

▽
高
校
生
以
上
　
２
０
０
円

▽
中
学
生
以
下
　
１
０
０
円

定
員

20
人
程
度
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

※

中
学
生
以
下
の
参
加
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法

５
月
10
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

1(

571)

３
２
３
４

１
万
５，

０
０
０
㎡
の
園
に
咲
き
乱

れ
る
ポ
ピ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

野
菜
や
花
な
ど
の
地
元
特
産
品
や
弁

当
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

５
月
11
日
�
〜
12
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所

味
坂

あ
じ
さ
か

ポ
ピ
ー
園(

小
郡
市

お
ご
お
り
し

光
行

み
つ
ゆ
き)

問
い
合
わ
せ
先

味
坂
21
の
会
　
井
手

い

で

1
０
９
４
２(

72)

２
２
６
３

創
立
記
念
の
催
し
で
す
。
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

５
月
19
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所

陸
上
自
衛
隊
福
岡
駐
屯
地
（
大

和
町
５
―
12)

※

Ｊ
Ｒ
南
福
岡
駅
お
よ
び
西
鉄
春
日

イ
ベ
ン
ト�

奴
国

な

こ

く

の
丘お

か

歴
史
資
料
館

発
掘
調
査
速
報
展

陸
上
自
衛
隊
第
４
師
団
創
立
48
周
年

福
岡
駐
屯
地
開
設
52
周
年
記
念
行
事

星
の
観
望
会

原
駅
か
ら
送
迎
バ
ス
が
出
ま
す
。

内
容

▽
パ
レ
ー
ド
▽
音
楽
・
太
鼓
演

奏
▽
装
備
品
試
乗
▽
模
擬
売
店

な
ど

問
い
合
わ
せ
先

陸
上
自
衛
隊
第
４
師

団
司
令
部
広
報
室

1(

591)

１
０
２
０

訪
問
看
護
に
従
事
し
て
い
る
人
を
対

象
に
、
必
要
な
知
識
や
技
術
を
身
に
付

け
て
も
ら
う
た
め
の
講
習
会
で
す
。

日
程

７
月
23
日
�
〜
９
月
18
日
�（
う

ち
30
日
間
）

会
場

福
岡
県
看
護
等
研
究
研
修
セ
ン

タ
ー
（
福
岡
市
中
央
区
赤
坂
１

―
14
―
５
）

対
象

平
成
14
年
４
月
１
日
現
在
、
訪

問
看
護
の
実
務
経
験
が
５
年
以

上
で
、
25
歳
以
上
の
保
健
師
、

助
産
師
、
看
護
師
、
准
看
護
師

※

訪
問
看
護
に
従
事
す
る
予
定
の
人

も
、
受
講
で
き
ま
す
。

受
講
料

４
万
２，

０
０
０
円
程
度

(

テ
キ
ス
ト
・
資
料
代
と
し
て)

定
員

50
人(

申
込
多
数
の
場
合
選
考)

申
込
方
法

５
月
31
日
�
ま
で
に
、
電

話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
看
護

協
会
福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

1(
714)

５
２
０
３

講
　
座�

訪
問
看
護
師
養
成
講
習
会

受
講
者
募
集

小
中
学
校
の
完
全
週
休
２
日
制
。

子
ど
も
の
自
由
時
間
は
増
え
る
け
れ

ど
、
不
安
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
か
ら
土
曜
日
に
利

用
で
き
る
市
の
施
設
や
サ
ー
ク
ル
活

動
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

春
日
市
民
図
書
館(

大
谷
６
―
24)

休
館
日

毎
週
月
曜
日(

祭
日
を
除

く)

、
毎
月
最
終
木
曜
日
、

12
月
28
日
〜
１
月
４
日

開
館
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

※

金
・
土
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で

ら
い
お
ん
の
へ
や
（
６
歳
か
ら
の
お

話
会
）

期
日

毎
月
第
１
・
３
土
曜
日

時
間

午
後
３
時
〜
３
時
30
分

問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
民
図
書
館

1(

584)

４
６
４
６

ポ
ピ
ー
ま
つ
り

図
書
館
に
は
28
万
冊
以
上
の

本
が
あ
り
ま
す
。
絵
本
や
図
鑑
、

紙
芝
居
な
ど
も
あ
り
、
中
高
生

向
け
の
本
も
充
実
し
て
い
ま

す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
職
員
に
な
ん
で
も
聞
い
て

く
だ
さ
い
。み
ん
な
利
用
し
て
ね

司
書

伊
東

い

と

う

達
也

た

つ

や

さ
ん
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

t

お
き
あ
が
り
パ
ン
ダ

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

Ｈ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｉ

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

み
っ
ち

t

愛
笑
社

ペ
ン
ネ
ー
ム

ペ
ン
ネ
ー
ム

大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
被
災
地
の
状
況
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
な
ど
の
情
報
を
収
集
・
提

供
し
、
救
済
活
動
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

日
時

▽
５
月
15
日
�
・
22
日
�
・
29
日
�

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

※

29
日
�
は
午
前
10
時
〜
午
後
０
時

30
分
で
す
。

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
原
町
３

―
１
―
７
）

定
員

各
15
人
（
申
込
先
着
順
）

参
加
費

１，

０
０
０
円
（
資
料
代
）

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ

ー
ル
で
氏
名
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号

を
伝
え
る

※

講
座
内
容
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

総
合
セ
ン
タ
ー

1(

915)

７
５
０
０

5(

915)

７
５
０
１

Ｅ
メ
ー
ル

in
fo
@
fvo
c.g
r.jp

【h
ttp
://w
w
w
.fvo
c.g
r.jp

】

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
か
す
が
は
、
「
子
育
て
の
手
助
け
を

し
て
ほ
し
い
人
」
と
「
手
伝
っ
て
あ
げ

た
い
人
」
が
、
お
互
い
に
助
け
合
い
、

支
え
合
う
会
員
組
織
で
す
。

あ
な
た
も
講
習
会
を
受
け
て
、
会
員

に
な
り
ま
せ
ん
か
。

託
児(

無
料)

も
行
い
ま
す
。

講
習
会
日
程
・
会
場

▽
５
月
12
日
�
　
午
前
10
時
〜
正
午

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

（
大
谷
６
―
24
）

▽
５
月
14
日
�
　
午
前
10
時
〜
正
午

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
学
習
室
２

▽
５
月
17
日
�
　
午
前
10
時
〜
正
午

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
学
習
室
４

▽
５
月
20
日
�
　
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
０
時
30
分
　
市
役
所
大
会
議
室

▽
５
月
22
日
�
　
午
前
10
時
〜
正
午

市
役
所
４
０
５
会
議
室

▽
５
月
23
日
�
　
午
前
10
時
〜
正
午

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
学
習
室
３

※

ま
か
せ
て
会
員
（
子
育
て
の
お
手

伝
い
を
し
た
い
人
）
は
す
べ
て
の
日

程
を
、
お
ね
が
い
会
員
（
子
育
て
の

手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
人
）
は
12
日

の
み
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
お
ね
が
い
会
員
を
希
望

す
る
人
で
ど
う
し
て
も
日
程
の
都
合

が
つ
か
な
い
場
合
は
事
務
局
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
役
所
こ
ど
も
未
来
課
、

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
、
い
き
い

き
プ
ラ
ザ
、
各
児
童
セ
ン
タ
ー
に
詳

し
い
チ
ラ
シ
を
置
い
て
い
ま
す
。

申
込
方
法

５
月
８
日
�
ま
で
に
、
電

話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

フ
ァ
ミ
リ
ー

・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
か
す

が
事
務
局

1(

584)

７
７
０
０

5(
584)
７
７
３
９

福
岡
徳
洲
会

と
く
し
ゅ
う
か
い

病
院
の
医
師
な
ど
に
よ

る
、
わ
か
り
や
す
く
た
め
に
な
る
健
康

教
室
で
す
。

予
約
は
不
要
で
、
だ
れ
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

日
程
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
５
月
10
日
�
・
イ
マ
ト
ロ
ン
Ｃ
Ｔ

―
心
臓
血
管
の
評
価
―

小
野

お

の

新
二

し

ん

じ

さ
ん(

放
射
線
科
技
師
長)

▽
５
月
17
日
�
・
毎
日
の
食
事
を
ひ
と

工
夫
　
―
賢
く
食
べ
ま
し
ょ
う
―

渋
田

し

ぶ

た

美
幸

み

ゆ

き

さ
ん(

管
理
栄
養
士)

▽
５
月
24
日
�
・
手
が
し
び
れ
る
と
き

川
口
務

か
わ
ぐ
ち
つ
と
む

さ
ん(

脳
外
科
部
長
）

時
間

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

福
岡
徳
洲
会
病
院
セ
ン
タ
ー
６

階
講
堂
（
須
玖
北
４
―
５
）

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
徳
洲
会
病
院
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

1(

573)

６
６
２
２

災
害
時
の

情
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

海
外
療
養
費

外
国
で
治
療
を
受
け
た
場
合
で

も
、
帰
国
後
に
申
請
す
る
と
、
療
養

費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
支
給
対
象
は
国
保
の
適

用
範
囲
内
で
、
治
療
目
的
で
の
渡
航

な
ど
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

必
要
書
類

▽
療
養
費
支
給
申
請
書

▽
診
療
内
容
明
細
書

▽
領
収
明
細
書

※

こ
れ
ら
の
書
類
が
外
国
語
で
書

か
れ
て
い
る
場
合
は
、
日
本
語
の

翻
訳
文(

翻
訳
者
の
氏
名
、
住
所

が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の)

を
添

え
て
く
だ
さ
い
。

(

国
保
年
金
課
国
保
担
当)

み
ん
な
で
子
育
て

フ
ァ
ミ
サ
ポ
会
員
募
集

健
康
・
保
健�

健
康
教
室

募
　
集�

　ハガキに縦書き、白黒で濃いめに
はっきりと描いて、表に住所、氏名、
電話番号を書いて送ってください。
ぺンネームも可｡�
　著作権の都合上、作品はオリジナ
ルのものに限ります。�
あて先　〒816―8501 春日市役
所広報担当「みてみてきいて」係�
※　掲載された人には図書券(５００
　円分)を進呈します。�
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歯
の
救
急
患
者
に
対
す
る
応
急
的
診

療
の
み
行
い
ま
す
。

歯
科
医
院
・
連
絡
先

５
月
３
日
�

▽
永
富

な
が
と
み

歯
科
医
院(

大
野
城
市
若
草

わ
か
く
さ)

1(

596)

３
７
６
８

▽
む
か
え
歯
科
医
院(

太
宰
府
市
高
雄

た

か

お)

1(

924)

４
７
７
７

５
月
４
日
�

▽
モ
リ
歯
科
医
院(

那
珂
川
町
片
縄

か
た
な
わ)

1(

952)

６
７
８
８

▽
カ
ニ
歯
科
医
院(

大
野
城
市
下
大
利

し
も
お
お
り)

1(

501)

６
４
８
０

５
月
５
日
�

▽
き
た
は
ら
歯
科
医
院(

上
白
水)

1(

573)

２
０
８
７

▽
の
だ
歯
科
医
院(

筑
紫
野
市
美

う
つ
く

し
が

丘
南

お
か
み
な
み)

1(

919)

７
２
２
１

５
月
６
日
�

▽
田
中

た

な

か

歯
科
医
院(

那
珂
川
町
今
光

い
ま
み
つ)

1(

953)

１
８
８
０

▽
財
前

ざ
い
ぜ
ん

歯
科
医
院(

大
野
城
市
南
ヶ
丘

み
な
み
が
お
か)

1(

596)

１
６
３
１

診
療
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

持
っ
て
く
る
も
の

保
険
証

県
内
に
住
む
肢
体
不
自
由
児
を
対
象

と
し
た
療
育
キ
ャ
ン
プ
で
す
。

○
進
行
性
筋
萎
縮
児
の
キ
ャ
ン
プ

対
象

進
行
性
筋
萎
縮
児
と
そ
の
保

護
者

日
程

７
月
27
日
�
〜
28
日
�
（
１

泊
２
日)

場
所

国
民
宿
舎
ひ
び
き
（
宗
像
郡

む
な
か
た
ぐ
ん

玄
海
町

げ
ん
か
い
ま
ち

鐘
崎

か
ね
ざ
き

）

募
集
人
員

30
人

○
海
の
キ
ャ
ン
プ

対
象

小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

の
在
宅
肢
体
不
自
由
児

日
程

８
月
８
日
�
〜
11
日
�
（
３

泊
４
日
）

場
所

県
立
少
年
自
然
の
家
「
玄
海

の
家
」
（
宗
像
郡
玄
海
町
神

こ
う
の

湊み
な
と

）

募
集
人
員

50
人

○
山
の
キ
ャ
ン
プ

対
象

小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

の
在
宅
肢
体
不
自
由
児

日
程

８
月
25
日
�
〜
27
日
�
（
２

泊
３
日)

場
所

や
す
ら
ぎ
荘
（
朝
倉
郡

あ
さ
く
ら
ぐ
ん

夜
須

や

す

町ま
ち

三
箇
山

さ
ん
が
や
ま

）

募
集
人
員

30
人

※

参
加
者
の
決
定
は
、
医
師
の
診
断

に
よ
り
行
い
ま
す
。
な
お
、
海
・
山

の
キ
ャ
ン
プ
は
、
高
校
生
で
も
参
加

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間

５
月
７
日
�
〜
31
日
�

※

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
肢
体
不
自
由

児
協
会

1(

584)
５
７
５
３

看
護
職
員
の
就
業
促
進
と
、
活
力
あ

る
長
寿
社
会
を
目
指
し
て
、「
看
護
の
つ

ど
い
」を
開
催
し
ま
す
。
今
年
度
の
テ
ー

マ
は
「
あ
な
た
の
『
元
気
』
を
ア
シ
ス

ト
し
ま
す
」で
す
。
こ
の
機
会
に
、
看

護
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
参

加
は
無
料
で
す
。

日
時

５
月
11
日
�

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

パ
ピ
ヨ
ン
24
ガ
ス
ホ
ー
ル
（
福

岡
市
博
多
区
千
代
１
―
17
―
１
）

内
容

▽
看
護
職
員
知
事
表
彰

▽
看
護
体
験
発
表

▽
講
演
会
「
イ
キ
イ
キ
生
き
よ
う
！
〜

元
気
と
ヤ
ル
気
の
ア
ド
バ
イ
ス
〜
」

講
師

大
村

お
お
む
ら

典
子

の

り

こ

さ
ん
（
宮
崎
県
立
看

護
大
学
教
授
）

問
い
合
わ
せ
先

県
医
療
指
導
課
看
護

指
導
係

1(

643)

３
２
７
６

市
内
で
献
血
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

▽
５
月
10
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

市
役
所

▽
５
月
24
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

春
日
西
小
学
校
（
下
白
水
南
４
―
１

３
４
）

▽
５
月
28
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―
１
２

０
）

問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
献
血
推
進
協

議
会

1(

584)

１
１
２
５

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

福
岡
県
肢
体
不
自
由
児
療
育
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
募
集

轟
　
翔
太

し
ょ
う
た

ち
ゃ
ん（
大
和
町
）

平
成
13
年
５
月
20
日
生

高
田

た
か
だ

和
彦

か
ず
ひ
こ

ち
ゃ
ん
（
大
谷
）

平
成
12
年
５
月
８
日
生

園
田

そ
の
だ

萌
実

も
え
み

ち
ゃ
ん
（
大
土
居
）

平
成
11
年
５
月
４
日
生

小
川

お
が
わ

美
月

み
づ
き

ち
ゃ
ん（
若
葉
台
東
）

平
成
11
年
５
月
29
日
生

城
賀
本

じ
ょ
が
も
と

葵
凛

あ
い
り

ち
ゃ
ん（
須
玖
北
）

平
成
13
年
５
月
26
日
生

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

歯
科
休
日
急
患
診
療

看
護
の
つ
ど
い

活
力
あ
る
長
寿
社
会
を
目
指
し
て

と
ど
ろ
き



お
知
ら
せ

11

先方への電話は５月１日以
降にお願いします。

【ゆずります】
●ベビーバス●湯たんぽ●
子供服▽男児用u70～80㎝
●おくるみu黄色●グリル
パン▽未使用●座布団u５
枚組▽未使用●ぬいぐるみ
u多数uいずれも無料でu

小柳
こやなぎ

☆(575)4257
●子ども用自転車u水色u24
インチuハローキティu無料
でu山内

やまうち

1(573)3677
●ボストンバッグuラルフ
ローレンu緑色チェックu

１回使用u1万円●スキー用
ブーツu女性用u白色u23
～23.5㎝u未使用u３千円
u尾崎

お ざ き

1(573)8417

【ゆずってください】
●春日第2幼稚園制服と体操
服u男児用u110～120㎝
u無料でu尾崎

お ざ き

1(571)4501
●春日小鳩幼稚園制服と体
操服u男児用u110～120㎝
u冬用、夏用u無料か安価で
u菅原

すがわら

1(501)8302

《このコーナーの掲載希望は》
ハガキに、住所、氏名(匿

名は不可)、電話番号、品物
名(色、サイズ、特徴など詳
しく)、有料・無料の別(有
料の場合は１万円を上限と
する希望価格)などを書いて
市役所広報担当に送ってく
ださい。

※ このコーナーは、リサ
イクルを進めるための伝
言板です。営利目的での
利用はご遠慮ください。
なお、品物の引き取り

方法やクレームについて
は、直接当事者間で話し
合ってください。

１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
親
の
交

流
の
場
で
す
。

今
月
の
テ
ー
マ
は
「
親
子
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
」
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時

５
月
15
日
�

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳
、

上
靴(

保
護
者
用)

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

交
通
事
故
に
関
す
る
書
類
の
作
成
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

５
月
11
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
５
研

修
室
（
原
町
３
―
１
―
７
）

書
類
の
種
類

▽
自
賠
責
・
任
意
保
険

金
請
求
書
▽
政
府
保
障
事
業
損

害
て
ん
補
請
求
書
▽
後
遺
障
害

等
級
認
定
異
議
申
立
書
▽
示
談

書
・
損
害
賠
償
請
求
書
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
行
政
書
士
会

1(

641)

２
５
０
１

市
は
、
庭
木
な
ど
の
せ
ん
定
の
際
に

出
る
枝
葉

え

だ

は

な
ど
を
有
効
利
用
す
る
た
め
、

６
月
９
日
�
か
ら
回
収
を
始
め
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
一
般
家
庭
か
ら
出
さ
れ

る
せ
ん
定
枝
葉
の
大
部
分
は
、
燃
え
る

ゴ
ミ
と
し
て
焼
却
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な

る
二
酸
化
炭
素
が
発
生
す
る
な
ど
、
環

境
へ
の
負
担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
少
し
で
も
燃
え
る
ゴ
ミ
を

減
ら
し
、
逆
に
資
源
と
し
て
積
極
的
に

活
用
し
よ
う
と
い
う
の
が
「
緑
の
リ
サ

イ
ク
ル
」
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
収
の
対
象
は
一
般
家
庭
の
み
？

今
回
、
回
収
を
始
め
る
の
は
一
般
家

庭
か
ら
出
る
せ
ん
定
枝
葉
の
み
で
す
。

造
園
業
者
や
事
業
所
の
せ
ん
定
枝
葉
は

回
収
し
ま
せ
ん
。

回
収
す
る
枝
葉
の
種
類
は
？

▽
直
径
が
15
㎝
以
下
の
枝
と
葉

※

草
、
竹
、
根
株
、
枯
れ
枝
、
枯
れ

葉
は
対
象
外
で
す
。

回
収
方
法
は
？

公
民
館
な
ど
で
販
売
す
る
市
指
定
の

「
結
束
バ
ン
ド(

ひ
も)

」で
束
ね
る
か
専

用
指
定
袋
に
入
れ
て
、
一
度
に
合
計
５

つ
分
ま
で
回
収
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

回
収
は
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
と
同
じ
収

集
曜
日
に
行
な
い
ま
す
。

た
だ
し
、
回
収
を
希
望
す
る
１
週
間

前
ま
で
に
収
集
業
者
に
電
話
で
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
方
法
は
？

回
収
さ
れ
た
せ
ん
定
枝
葉
は
、
破
砕

機
に
か
け
て
チ
ッ
プ
化
し
、
公
共
用
地

の
雑
草
抑
止
材
と
し
て
利
用
す
る
予
定

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

５
月
１
日
か
ら
、
平
成
14
年
度
児
童

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

子
育
て
教
室

親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

行
政
書
士
に
よ
る

交
通
事
故
無
料
相
談
会

相
　
談�

緑
の
リ
サ
イ
ク
ル

６
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

環
　
境�

手
当
の
申
請
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。

児
童
手
当
は
、
小
学
校
入
学
前
の
児

童
（
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
児
童
）
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

こ
れ
ま
で
手
当
を
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
人
で
も
、
確
認
す
る
所
得
の
年
度
が

変
わ
っ
た
た
め
、
新
た
に
受
給
で
き
る

よ
う
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

５
月
31
日
�
ま
で
に
市
役
所
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
児
童
手
当
を
受
け
て
い

る
人
は
、
６
月
に
現
況
届
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
今
回
の
申
請
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
現
況
届
の
通
知
書

は
、
６
月
中
旬
ご
ろ
に
各
受
給
者
に
お

送
り
し
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の

▽
印
か
ん

▽
申
請
者
の
銀
行
預
金
口
座
番
号

※

公
務
員
の
場
合
は
市
役
所
で
は
申

請
で
き
ま
せ
ん
。
自
分
の
勤
務
先
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未
来

課
母
子
児
童
担
当

児
童
手
当
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す

そ
の
他�

５月３日�～６日�の連休期間中、ゴミの
収集を休みます。
これは、祝日も休まず、毎日ゴミ収集に携

わっている人に、まとめて休みを取ってもらう
ためです。
この期間中に、誤って出さないように注意

しましょう。ご協力ください。
（環境対策課）



子
育
て
、
生
活
面
な
ど
で
困
っ
た
こ

と
が
あ
る
母
子
家
庭
の
皆
さ
ん
、
こ
れ

か
ら
の
母
子
家
庭
の
あ
り
方
を
一
緒
に

話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

総
会
終
了
後
は
、
昼
食
を
と
り
な
が

ら
懇
談
会
も
行
い
ま
す
。
懇
談
会
へ
の

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
昼
食
代
と
し

て
一
家
族
に
つ
き
５
０
０
円
が
必
要
で

す
。

日
時

５
月
12
日
�

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
（
昇

町
３
―
１
０
１
）

申
込
方
法

５
月
７
日
�
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
参
加

者
氏
名(

全
員
分)

、
住
所
、
電

話
番
号
、
懇
談
会
へ
の
参
加
の

有
無
を
伝
え
る

※

小
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
対

象
に
無
料
で
託
児
を
行
い
ま
す
。
希

望
者
は
、
申
込
時
に
子
ど
も
の
年
齢

も
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
母
子

寡
婦
福
祉
会
（
白
水
大
池
公
園

売
店
）

1(

596)

９
９
２
５(

5
兼
用)

５
月
１
日
か
ら
、
市
の
公
共
施
設
の

空
き
状
況
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
予
約
は

で
き
ま
せ
ん
。

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
施
設
の
空

き
状
況
を
確
認
し
た
後
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
各
施
設
を
管
理
し
て
い
る
窓
口
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

施
設
空
き
状
況
は
、
春
日
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
の
「
公
共
施
設
空
き
情
報
」

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

主
な
対
象
施
設

▽
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

▽
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

▽
西
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

▽
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

▽
小
中
学
校
（
グ
ラ
ン
ド
・
体
育
館
、

多
目
的
教
室
、
特
別
教
室
）
な
ど

※

こ
れ
ま
で
小
中
学
校
の
施
設
を
利

用
す
る
場
合
は
、
各
小
中
学
校
に
出

向
き
事
前
に
空
室
状
況
の
確
認
が
必

要
で
し
た
。
今
後
は
、
直
接
、
社
会

教
育
課
窓
口
で
申
込
み
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

春
日
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w

w
.city.kasug

a.fu
kuo
ka.jp/

問
い
合
わ
せ
先

情
報
政
策
課
Ｉ
Ｔ
推

進
担
当

厚
生
労
働
省
は
、
今
後
の
施
策
立
案

の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
全
国
的
に

世
帯
の
構
成
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
、

年
金
な
ど
の
状
況
を
把
握
す
る
国
民
生

活
基
礎
調
査
を
行
い
ま
す
。

今
回
は
、
無
作
為
抽
出
法
に
よ
り
日

の
出
町
６
丁
目
の
一
部
が
対
象
地
区
に

な
り
ま
し
た
。

対
象
世
帯
に
は
、
５
月
に
調
査
員
が

伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
調
査
内
容
を
目
的
以
外
に
利

用
す
る
こ
と
は
な
く
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
保
健
所

1(

513)

５
５
８
１

昇
町
で
活
動
し
て
い
た
子
育
て
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
「
ぽ
れ
ぽ
れ
」
が
５
月
１
日

�
、
春
日
に
引
越
し
ま
す
。

「
ぽ
れ
ぽ
れ
」
は
、
子
育
て
中
の
人

や
子
育
て
に
関
心
が
あ
る
人
が
、
子
ど

も
と
一
緒
に
自
由
に
ゆ
っ
た
り
と
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
施
設
で
す
。

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
が
あ
る
人

は
、気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時
30

分

※

５
月
４
日
�
は
、
特
別
に
オ
ー
プ

ン
し
て
い
ま
す
。

場
所

春
日
１
―
38

問
い
合
わ
せ
先

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務

所1(

572)

８
７
４
０(

5
兼
用)

お
知
ら
せ

12
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
で
き
ま
す

公
共
施
設
の
空
き
状
況

親
子
で
参
加
し
ま
せ
ん
か

母
子
寡
婦
福
祉
会
総
会

飯
盛

い
い
も
り

彩
香

あ
や
か

ち
ゃ
ん
（
小
倉
）

平
成
13
年
５
月
７
日
生

塚
本

つ
か
も
と

大
航

ま
さ
か
ず

ち
ゃ
ん
（
小
倉
東
）

平
成
13
年
５
月
23
日
生

中
牟
田

な

か

む

た

紳
吾

し
ん
ご

ち
ゃ
ん
（
上
白
水
）

平
成
11
年
５
月
10
日
生

　写真は、お子さんの顔が大き
く写っているもので、裏にお子
さんの氏名（ふりがな）、生年月日、
住所、電話番号を書き、広報担
当まで郵送してください。�
　対象は３歳までで、６月３日ま
での到着分の中から抽選で決定
します。�

立
石

た
て
い
し

悠
真

ゆ
う
ま

ち
ゃ
ん
（
下
白
水
北
）

平
成
13
年
５
月
20
日
生

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

国
民
生
活
基
礎
調
査

子
育
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
ぽ
れ
ぽ
れ
」

５
月
１
日
に
引
っ
越
し



国
際
交
流
事
業
を
行
っ
て
い
る
５
人

以
上
の
市
民
団
体
を
対
象
に
、
そ
の
経

費
を
補
助
し
ま
す
。

９
月
ま
で
に
事
業
を
予
定
し
て
い
る

団
体
で
補
助
を
希
望
す
る
場
合
は
、
５

月
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
事
業

▽
文
化
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
際
交
流

活
動

▽
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

※

10
月
以
降
に
行
う
事
業
に
つ
い
て

も
、
随
時
、
相
談
や
申
請
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

補
助
金
額

事
業
に
要
す
る
経
費
に
応

お
知
ら
せ

13

じ
て
、
そ
の
　
か
ら
　
ま
で

(

上
限
は
30
万
円)

※

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
課
地
域

づ
く
り
担
当

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

「
サ
ル
面
は
災
難
を
よ
け
る
」

サ
ル
面
と
は
手
の
ひ
ら
に
乗
る
く
ら

い
の
小
さ
な
土
面
の
こ
と
で
す
。

お
面
は
サ
ル
の
顔
に
ピ
ン
ク
、
茶
、

赤
な
ど
で
色
付
け
し
た
民
芸
風
の
素
焼

き
で
す
。今
で
も
時
々
見
か
け
ま
す
が
、

昔
は
よ
く
お
潮
井
テ
ボ
と
サ
ル
面
は
門か

ど

の
口く

ち(

玄
関
の
戸
口)

に
セ
ッ
ト
の
よ
う

に
し
て
掛
け
て
あ
っ
た
も
の
で
す
。

サ
ル
面
は
「
災
難
を
去
る
」
と
い
う

こ
と
に
通
じ
ま
す
が
、
サ
ル
は
ま
た
猿さ

る

田
彦
神

た
ひ
こ
の
か
み

に
も
通
じ
庚
申

こ
う
し
ん

信
仰
の
中
で
は

神
聖
な
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
サ
ル
面
は
ど
こ
に
で
も
売
っ
て

い
る
も
の
で
は
な
く
、
昔
か
ら
毎
年
初は

つ

庚
申

ご
う
し
ん

（
旧
暦
１
月
の
最
初
の
庚
申

こ
う
し
ん

（
庚

か
の
え

申さ
る

と
も
読
む
）
の
日
に
福
岡
市
早
良
区

さ

わ

ら

く

藤
崎

ふ
じ
さ
き

に
あ
る
猿
田
彦
神
社
に
お
参
り
し

て
頂
い
て
く
る
の
で
す
。

庚
申
信
仰
と
い
う
の
は
民
間
信
仰
の

一
つ
で
、
昔
の
集
落
で
は
10
軒
前
後
で

一
つ
の
庚
申

こ
う
し
ん

講こ
う

と
い
う
隣
組
が
あ
り
、

60
日
に
１
回
ま
わ
っ
て
く
る
庚
申
の
日

の
夜
に
座
元
の
家
で
庚
申
祭
り
を
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
庚
申
講
の
地
区
（
隣

組
）
ご
と
に
石
で
造
っ
た
庚
申
塔
が
あ

り
ま
し
た
。
春
日
市
内
に
は
12
基
の
庚

申
塔
が
あ
り
、
「
猿
田
彦
大
神
塔

お
お
か
み
と
う

」
と

か
「
庚
申
尊
塔
」
な
ど
文
字
が
彫
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

小
倉
地
区
を
例
に
も
う
少
し
庚
申
信

仰
の
こ
と
を
説
明
す
る
と
、
こ
の
地
区

に
は
猿
田
彦
神
の
石
塔
が
２
基
あ
り
ま

す
。
庚
申
講
も
お
よ
そ
20
軒
ず
つ
東
西

の
二
組
に
分
か
れ
、
こ
れ
を
”
庚
申
分

け
“
と
い
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
組
は
結
束

が
強
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
東
組

の
人
は
初
庚
申
の
日
に
は
み
ん
な
で

”
藤
崎
の
猿
田
彦
さ
ん
“
に
参
り
、
帰

っ
て
く
る
と
座
元
の
家
で
「
親
睦
」
を

し
ま
し
た
。

余
談
に
な
り
ま
す
が
、
春
日
市
の
中

で
は
春
日
地
区
に
は
庚
申
塔
は
１
基
も

な
く
、
庚
申
講
も
あ
り
ま
せ
ん
。
昭
和

20
年
代
ま
で
は
こ
の
福
岡
地
方
に
は
ほ

と
ん
ど
の
村
落
で
青
年
の
通
過
儀
礼
と

し
て
の
”
英
彦
山

ひ

こ

さ

ん

参ま
い

り
“
の
風
習
が
あ

り
ま
し
た
が
、
春
日
地
区
に
は
そ
れ
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

理
由
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
藩

政
時
代
に
春
日
区
は
英
彦
山
の
山
伏

や
ま
ぶ
し

と

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
の
か

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
に
か
く
、
英

彦
山
の
「
彦
」
が
つ
く
も
の
は
一
切
ダ

メ
と
い
う
感
じ
で
す
。
庚
申●

（
か
の
え

さ
る

●

●

）
が
嫌
わ
れ
る
の
も
猿
田
彦
と
の

関
係
で
し
ょ
う
。

春
日
区
に
は
人
の
名
前
に
も
「
彦
」

の
字
の
つ
い
た
人
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
話
が
あ
り
ま
す
。

も
う
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
春
日

原
東
町
に
大
田

お

お

た

一
彦

か
ず
ひ
こ

さ
ん
と
い
う
人
が

い
ま
し
た
。
こ
の
人
は
昭
和
５
年
に
春

日
の
人
と
結
婚
し
ま
し
た
。
す
る
と
義

父
や
周
り
の
人
か
ら
「
一
彦

か
ず
ひ
こ

じ
ゃ
春
日

に
ゃ
来
ら
れ
ん
ぜ
。
春
日
に
来
る
と
き

ゃ
、
一
雄

か

ず

お

に
し
と
き
や
い
」
と
言
わ
れ
、

そ
れ
以
後
、
歌
の
文
句
の
よ
う
に
「
春

日
に
い
る
と
き
ゃ
一
雄
さ
ん
」
と
呼
ば

れ
た
そ
う
で
す
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
平
田

ひ

ら

た

善
積

よ
し
ず
み

ま
じ
な
い
・
う
ら
な
い

・
縁
起
　
そ
の
13

280

市
民
の
国
際
交
流
を
応
援
し
ま
す

春
日
市
国
際
交
流
事
業
補
助
制
度

退職したスコットさんに代わり新しくチャールズさん

がやってきました。

チャールズさんは、アメリカ・アリゾナ州の出身。来

日後は佐賀県鳥栖市に住み、同県内で６年間ＡＬＴとし

て活躍してきました。そのため日本語はとても上手で、

最近では漢字も少しずつ分かるようになってきたそうで

す。

春日の印象につい　　　　　　　　ては「とても便利

な街で住みやす　　　　　　　　　　　そう。学校もき

れいで、中学　　　　　　　　　　　　　校のＩＴ教室

の立派さに　　　　　　　　　　　　　　　はびっくり

しました」 と語ってく

れました。

ピクニッ　　　　　　　　　　　　　　　クが好き

で、休日に　　　　　　　　　　　　　　　はよく出掛

けるチャー　　　　　　　　　　　　　　ルズさん。水

泳や読書、 ゲームも大好

きで、子どもた　　　　　　　　　　　ちとも話が合い

そうです。

英語の上達法を尋ねたところ「一日の出来事を、頭の

中で自分なりに英語にしてみてください。その時に間違

っていても構いません。自分で考えることが大事なので

す」とアドバイス。

チャールズ先生の活躍が期待されます。

1
3

1
2
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あ
そ
ぼ
〜
児
童
セ
ン
タ
ー
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1 1
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¡
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５
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル�

1

「
劇
あ
そ
び
」
を
通
し
て
、
表

現
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た

劇
ク
ラ
ブ
「
キ
ャ
ロ
ッ
ト
」
。

メ
ン
バ
ー
は
、
例
え
ば
お
花
見

の
場
面
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
桜
の

木
」
、
「
食
べ
て
い
る
人
」
、
そ

し
て
「
寝
て
い
る
人
」
の
役
に
な

り
切
っ
て
楽
し
く
練
習
し
て
い
ま

す
。そ

の
ほ
か
発
声
練
習
や
お
か
し

な
体
操
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
は
月

一
回
の
練
習
が
待
ち
遠
し
く
て
な

ら
な
い
様
子
で
す
。

何
か
を
表
現
す
る
っ
て
、
難
し

そ
う
で
、
案
外
、
と
っ
て
も
楽
し

い
こ
と
な
ん
で
す
よ
。

対
象

小
学
３
年
生
以
上

定
員

20
人
（
申
込
先
着
順
）

※

申
し
込
み
は
光
町
児
童
セ
ン

タ
ー
へ
。



曇
り
の
ち
晴
れ
・
ク
イ
ズ
・
散
歩
道

15

私
に
は
、
好
き
な
木
が
あ
り
ま
す
。

見
た
こ
と
が
あ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
市
役
所
の
正
面
玄
関
前
に

あ
る
一
番
大
き
な
木
で
す
。
ど
っ
し
り

と
し
て
い
て
力
強
く
、
そ
し
て
と
て
も

優
し
そ
う
な
と
こ
ろ
が
大
好
き
で
す
。

見
て
い
る
だ
け
で
心
が
癒い

や

さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
私
は
最

近
ま
で
こ
の
木
を
ナ
ギ
の
木
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
間
違
い
だ
っ
た

と
気
付
い
た
の
は
、
広
報
担
当
へ
の
異

動
が
き
っ
か
け
で
し
た
▼
今
ま
で
は
、

さ
っ
と
目
を
通
す
く
ら
い
だ
っ
た
市
報

を
こ
れ
か
ら
自
分
が
ど
ん
な
風
に
作
っ

て
い
こ
う
か
と
思
い
、
過
去
の
市
報
を

読
ん
で
み
ま
し
た
。
そ
こ
で
見
つ
け
た

の
は
、
私
が
思
っ
て
い
た
ナ
ギ
の
木
と

は
全
く
違
う
ナ
ギ
の
木
の
写
真
で
し

た
。
「
じ
ゃ
あ
私
の
好
き
な
あ
の
木

は
？
」。
調
べ
て
み
る
と
な
ん
と
ク
ス

ノ
キ
で
し
た
。
は
ず
か
し
い
や
ら
情
け

な
い
や
ら
・
・
・
▼
こ
ん
な
私
で
す

が
、
少
し
で
も
多
く
の
人
に
市
報
を
見

て
も
ら
い
、
春
日
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
、

春
日
の
こ
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
勉
強
し
て
い
こ
う
と
意
気
込
ん
で
い

ま
す
。
そ
し
て
、
勉
強
し
す
ぎ
て
疲
れ

た
と
き
に
は
、
ク
ス
ノ
キ
に
癒
し
て
も

ら
お
う
と
思
い
ま
す
。

大
好
き
な
木

問１　③昭和47年
問２　②国民年金
問３　②第３日曜日
問４　①冒険クラブ
問５　③４月２日
（応募総数　65通）

６月から始まるのは？
①赤のリサイクル
②青のリサイクル
③緑のリサイクル

今回の子育て教室のテーマは？
①親子レクリエーション
②夫婦レクリエーション
③兄弟レクリエーション

児童センターで募集するのは？
①劇クラブ｢レタス｣
②劇クラブ｢アップル｣
③劇クラブ｢キャロット｣

５月から市ホームページで確認できるのは？
①市の公共施設の空き状況
②ホテルの空き状況
③ゴルフ場の空き状況

発掘調査速報展で展示するのは？
①宮の上遺跡
②宮の中遺跡
③宮の下遺跡

ヒント　ほかのページを見てください。

応募方法　ハガキに、①市報の月日号②クイ
ズの答え③住所④氏名⑤電話番号
⑥市報に関する感想や要望などを
書いて、送ってください。

あて先　〒816－8501
春日市役所広報担当

締め切り日　5月20日�（必着）
※ 全問正解者の中から抽選で、10人に図
書券（500円分）を差し上げます。
なお、賞品の発送をもって発表に代えさ

せていただきます。

４
月
３
日
か
ら
７
日
ま
で
の
５

日
間
、
大
野
城
市
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
ひ
ょ
う
た
ん
島
」
で
作
品
展
を
開

い
た
井
上
美
穂
さ
ん
。
会
場
に
は

水
彩
画
や
は
が
き
絵
、
切
り
絵
、

布
絵
、
版
画
と
多
彩
な
作
品
25
点

が
飾
ら
れ
、
色
鮮
や
か
な
作
品
は
、

訪
れ
た
人
の
心
を
和
ま
せ
て
い
ま

し
た
。
１
５
０
人
も
の
入
場
者
を

迎
え
、
初
の
作
品
展
は
大
成
功
に

終
わ
っ
た
よ
う
で
す
。

生
ま
れ
つ
き
ダ
ウ
ン
症
と
い
う

障
害
を
も
つ
井
上
さ
ん
で
す
が
、

幼
い
こ
ろ
か
ら
絵
を
か
く
こ
と
が

大
好
き
で
し
た
。
自
分
の
絵
が
幼

稚
園
の
卒
園
ア
ル
バ
ム
の
表
紙
を

飾
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
本
格

的
に
絵
の
勉
強
を
始
め
た
そ
う
で

す
。「
ま
ず
、
紙
い
っ
ぱ
い
に
大
き

く
か
く
こ
と
や
絵
の
具
を
混
ぜ
て

い
ろ
い
ろ
な
色
を
作
る
こ
と
を
覚

え
ま
し
た
。
私
は
パ
ス
テ
ル
カ
ラ

ー
が
大
好
き
で
、
そ
れ
ば
か
り
を

使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
中
学
生
に

な
っ
て
か
ら
は
、
少
し
濃
い
色
も

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。
作

品
に
も
そ
の
変
化
の
跡
が
見
ら
れ
、

明
る
く
て
優
し
い
作
風
は
ま
さ
に

井
上
さ
ん
そ
の
も
の
で
す
。

「
絵
を
か
き
は
じ
め
る
と
、
時

間
が
た
つ
の
も
忘
れ
て
没
頭
し
て

し
ま
う
」
と
言
う
井
上
さ
ん
。
な

か
で
も
、
あ
ん
ど
ん
祭
り
を
か
い

た
「
夏
ま
つ
り
」
と
い
う
作
品
は
、

制
作
に
８
か
月
も
か
か
っ
た
そ
う

で
す
。
ち
ぎ
っ
た
折
り
紙
や
、
鉛

筆
を
使
っ
て
丸
め
た
紙
を
一
つ
一

つ
貼
り
合
わ
せ
た
大
作
で
、
迫
力

あ
る
色
と
り
ど
り
の
花
火
に
、
た

だ
た
だ
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

「
こ
の
作
品
展
は
、
中
学
校
の

卒
業
記
念
。
幼
稚
園
や
学
校
の
恩

師
、
た
く
さ
ん
の
友
達
、
そ
し
て

お
母
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で

す
。」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。現

在
は
、
４
月
１
日
に
オ
ー
プ

ン
し
た
共
同
作
業
所
は
る
か
ぜ
に

通
所
し
て
い
る
井
上
さ
ん
。
作
業

の
一
環
と
し
て
福
祉
ぱ
れ
っ
と
館

内
の
喫
茶
「
オ
ル
ゴ
ー
ル
」
で
接

客
の
仕
事
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
た
く
さ
ん
の
人
と
の
新

し
い
出
会
い
に
期
待
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
挑
戦
し
て
、
明
る
く
や
さ
し
い

絵
を
た
く
さ
ん
か
き
続
け
て
く
だ

さ
い
。

井
上

い
の
う
え

美
穂

み

ほ

さ
ん

（
ち
く
し
台
）

川



◆
モ
デ
ル
さ
ん
に
は
、
写
真
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

△4月5日　白水大池公園でお花見
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●市の人口　１０６，８９７人�
　　　　　（前月比－288人） �

　　女５４，３２５人　男５２，５７２人�
●世帯数　　４１，０８４世帯�

●転入　612人　●出生　104人�

●転出1,650人　●死亡　  36人�

　　　　　　　　（3月31日現在）�

△市役所を訪れた�田さん

筑紫地区交通安全協会から、４月８日、市内の新１年生
へ1,260枚の黄色のランドセルカバーが贈られました。
このカバーは、運転中の車からでも目にとまりやすく、
児童の交通安全のためにと毎年贈られているものです。河

かわ

鍋
なべ

教育長は「協会員の皆さんの日ごろのボランティア活動
には頭が下がります。大事な子どもたちを地域の力で守り、
一緒に育てていきましょう」と感謝の言葉を述べました。
昨年市内で発生した死亡事故は６件で、人

身事故は1,067件も発生しています。悲惨
な事故を減らすためにも、交通安全に努め
ましょう。特にドライバーのみなさん、
黄色のランドセルには気を付けてあげて
ください。

開発途上国で、専門的な技術を教えるシニア海外ボランティアとしての派遣が決
まった�田晃

はまだあきら

さん(紅葉ヶ丘東）が、出発直前の３月22日、市役所を訪れました。
東京の銀行でシステム開発に携わっていた�田さんですが、シニア海外ボランテ

ィアの募集記事を目にし、自分の経歴を活かした国際貢献ができるならば、と応募
したそうです。
派遣先は南太平洋のフィジー国。現地の公安局で入管手続きにコンピューターを

導入する仕事を手伝う予定です。「自分にとっても大変いい経験になると思ってい
ます。現地の皆さんの自立に役立てるよう精一杯がんばってきます」と抱負を語っ
てくれました。
２年間のフィジーでの活躍を期待しています。お体に気を付けて、がんばってく

ださい。

△河鍋教育長(中央)にランドセルカバーを贈呈する筑紫地区安全協会

４月10日、市内の中学校で一斉に入学式が行われまし
た。今年は、桜もすっかり散ってしまい、若葉が茂る中
での式となりました。
春日西中学校では、樋口

ひ ぐ ち

校長が「個性を伸ばす努力を
することとあいさつができるようになること、この２つ
をがんばってください」と新入生を激励しました。しか
し新入生は、制服も校歌もすべて初めてのせいか、最後
まで緊張の面持ち。
先輩から｢春日西中は部活や体育会、合唱コンクールな
どたくさんの行事があります。それぞれ
に力を発揮してください｣と歓迎の言
葉をもらい、これからの中学校生活
に期待を膨らませていました。

v
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
述
べ
る
新
入
生

代
表




